
 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度 北狩野ケアセンター 
 

小規模多機能型居宅介護 

 サービス評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自己評価 

事業所自己評価・・・・・・・・・・・・・（事-①～⑨） 

 

 

◆小規模多機能型居宅介護「サービス評価」総括表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



 

事業所自己評価 （事-①～⑨） 
 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 4 年 11 月 8 日（17:30 ～ 18:30 ） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、大川祐、益田、小澤、松岡、坂庭、勝呂、伊賀、 

斉藤、牧野、原、大川尚、鈴木、正田、内田 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

    5 10     1     0     16 

 

前回の改善計画  

ミーティングの中で情報共有をし、ご利用者だけでなくご家族の思いも受け止め、在宅生活が続け 

られるよう自立支援に対する職員間の統一をする。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

ミーティングで情報の共有をしていった。利用者と家族の希望に沿う支援計画をした。自宅の環境面 

として快適に安全な生活ができるよう利用者にあった福祉用具の提案をした。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

4 12 0 0 16 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

1 13 2 0 16 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

7 6 3 0 16 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

0 12 4 0 16 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

サービス利用前のカンファレンスで情報提供と共有。ヘルパーや送迎に関わる職員と家に出向き環境を知

る工夫をしている。 

送迎時に困らないように地図には自宅周辺の写真を取り入れている。駐車が困難な敷地や、歩行や介助 

を確認するため、本人と家族に了承を得てサービス前に確認している。 

最初の相談時や契約時に、利用される方と家族の思いを受け止め支援に取り込んだ。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

緊急的な急な利用者には、情報が把握しきれていない状態で支援することがあった。 

表面的なことは理解するが、信頼をしっかり築いていない時もあった。 

カンファレンスやミーティングに参加できない職員のフォローができていない。 

情報があってもそこから引き出すのが苦手でイメージする訓練ができていない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

緊急的な急な利用者には、支援方法に職員が戸惑わないように簡潔に優先する事項を伝える。 

情報を確実に引き出し、全職員の統一ケアをする。 

信頼関係を築くまでの時間の短縮化を目指すため現状以上の情報共有をしていく。 

 
 

  

事－① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 4年 １1月 8日（17：30 ～ 18：30 ） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、大川祐、益田、小澤、松岡、坂庭、勝呂、伊賀、 

斉藤、牧野、原、大川尚、鈴木、正田、内田 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 11 4 0 16 

 

前回の改善計画  

引き続き情報共有しながら、ご利用者のニーズを引き出し、目標に対しての評価や課題が得られる 

ようにしていく。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

情報共有をすることで、職員から対応策について多くの提案があった。目標に対して評価や課題が得ら 

た利用者もいたが、体調の悪化で利用者のニーズが当初の目標と離れていくケースもあった。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

0 14 2 0 16 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

0 13 3 0 16 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

0 10 6 0 16 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

1 7 7 1 16 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

利用者や家族から小さなことでも知り得た情報をミーティングや申し送りノートで発信し対応している。 

利用者がやりたいと思うことを考え提供した。 

気持ちを引き出しやすい利用者にはすぐに支援できた。 

個別対応の時に本人の気持ちを引き出すことができている。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

利用者自身がコミュニケーションが困難であり話しを引き出すことが難しいと家族からの情報や希望に 

基づいた家族重視の支援となり、利用者が本当に望んでいることなのかが疑問。 

担当利用者以外の職員が、目標やしたいことを把握しきれてなくズレが生じている。 

利用者がどうしたいのかが正しく理解できていない場合があり、方向性を見失ってしまう。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

ミーティングでは現状把握と共有までに留まらず、次の対応まで決める。 

個別ケアの充実で利用者の思いを汲み取る。 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 4 年 11 月 8日（17：30 ～ 18：30  ） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、大川祐、益田、小澤、松岡、坂庭、勝呂、伊賀、 

斉藤、牧野、原、大川尚、鈴木、正田、内田 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 10 4 1 16 

 

前回の改善計画  

「以前の暮らし方」について個々に情報収集したら、ミーティングや申し送りノート等で情報共有し 

職員全員が把握できるようにする。 

また、心の声も聞けるように努力する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

「以前の暮らし方」の 10 個の把握を全部出来なかった職員もいたが、過去の暮らしを理解した。 

心の声に耳を傾け対応することもできた。 

本人の気持ちが理解しにくい時は、家族の希望に沿った支援をすることがあった。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 

2 7 6 1 16 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ等

の基礎的な介護ができていますか？ 

 

4 11 1 0 16 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならない

声をチームで言語化できていますか？ 

 

0 8 8 0 16 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたとき、

その都度共有していますか？ 

 

4 11 1 0 16 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

2 12 2 0 16 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

支援マップシートの活用により生活歴や困りごとを知ることができた。 

日々の関わりの中で職員間の気付きを共有し、利用者の微妙な変化にも臨機応変に対応した。 

利用者の話し方、表情を伺いながら心の声を探るように努力した。 

申し送りノートに気付いたことを記入し、職員は出勤時に確認し共有ができている。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

会話や体調など外から得たものへの対応はできているが、本当の心の声までは聞けていない気がする。 

ツールだけに頼り、想像する力が欠けている。得た情報を皆で共有できているかわからない。 

利用者と会話が成立しない場合、家族からの情報収集しかできない。 

利用者がやりたくなるような意欲作りができていない。職員の都合による入浴方法の決定があった。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

心の声を察し、利用者の言葉の訴えだけでなく、心の声や表情から利用者の気持ちを読み取り情報共有 

し計画プランにする。 

 

 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 4年 11月 8 日（17：30 ～18：30 ） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、大川祐、益田、小澤、松岡、坂庭、勝呂、伊賀、 

斉藤、牧野、原、大川尚、鈴木、正田、内田 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 3 10 3 16 

 

前回の改善計画  

引き続き、担当者会議に全職員が参加できる計画を立て、ご利用者の自宅環境を知る機会をつくる。 

 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

担当者会議の参加で、家族や生活状況を知る機会ができた。 

送迎に関わる職員を増やし、利用者の自宅環境を知ったが勤務編成上、全職員が送迎に行けていないが 

送迎に同行し、家の中の様子を見て生活環境の把握に努めた。 

 
きｎ 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

2 8 6 0 16 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

2 10 3 1 16 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

0 10 5 1 16 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

0 10 4 2 16 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

CM を中心に利用者を取り巻く人たち、サービス、制度の関わりを途切れないよう支援できている。 

通所を希望されない方が、自宅で生活できるようにその人に応じた支援ができている。 

利用者の近所の方で支援して下さる方と情報共有して職員、家族、地域の方と支援方法を確立した。 

担当者会議や退院カンファレンスによって家族や地域の病院と連携し繋がっている。 

地域のサロンにはすべて行くことができ、相談を聞いたり体操やゲームで交流ができた。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

地域との関わりを望まない利用者には地域との関係作りは難しい。 

地域の資源に関わる手段が理解できていない。 

本人が地域との関わりを希望しているかを聞き出せていない。 

自宅での生活様式、自宅環境を詳しく理解できていない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

地域との関わり方について利用者の地域内でのその方を知る。民生委員のしくみについて理解する。 

 

 

 
 
 
 
 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 4年 11月 8 日（17：30 ～ 18：30 ） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、大川祐、益田、小澤、松岡、坂庭、勝呂、伊賀、 

斉藤、牧野、原、大川尚、鈴木、正田、内田 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

3 9 2 2 16 

 

前回の改善計画  

引き続き、全職員が研修担当を行える機会を作り、知識の向上に努める。 

 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

研修では「求められている小規模多機能とは」をテーマに勉強会を開催したことで知識のスキルアップに

繋がった。その研修に参加することで意見交換を行い、他の職員の考えを知る機会にもなり知識の向上に

繋がった。 

 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

4 7 5 0 16 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 

5 11 0 0 16 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

4 12 0 0 16 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

4 12 0 0 16 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

緊急時に早期対応ができた。必要な時に必要なサービスの提供ができている。 

プランの練り直しで、その方の人生を振り返り意欲に繋げることができた。 

利用者の状態変化がみられた時に素早い対応や変更ができた。ニーズに沿って緊急の利用者を受入れた。 

支えきれない時に、包括や他事業所に相談し、より良い支援方法を常に考えている。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

変化について十分な記録がされていないことがある。 

困難さが見えなかったり、訴えがないと先延ばしになってしまうことがあった。 

家族自身も今の状況を客観的に捉えられず、更なる支援を発信しないことがあり表面化しずらい。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

変化がある時や緊急性がある時に、選択肢の中でその方に合った柔軟な支援をする。 

家族が状況の変化に気づき反応できるように対応する。 

 

 
 

 
 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 4 年 11 月 8日（17：30 ～18：30 ） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、大川祐、益田、小澤、松岡、坂庭、勝呂、伊賀、 

斉藤、牧野、原、大川尚、鈴木、正田、内田 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 4 7 5 16 

 

前回の改善計画  

自治体や地域包括支援センターの会議に参加した職員は、月のケース会議で理解できるように報告。 

職員はわからないところを確認する。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

地域包括医療ネットワーク会議に参加し、職員に報告し共有している。職員のわからないところまで 

はすべてにおいて説明できていない。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

6 6 2 2 16 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

3 2 4 7 16 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

2 8 3 3 16 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

1 8 4 3 16 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

福祉用具の業者と家族と利用者と利用前に情報を共有し、利用者と家族が自宅で安心して暮らせる環境を 

整えている。医療機関、訪問看護と連携をとり、最適な支援を行っている。 

行政からの依頼があり「困った」には出来る限り応えている。 

地域の文化展への出品、子ども食堂（お弁当配布）も再開し地域との交流につとめた。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

コロナ禍で地域の活動や行事が中止となっており交流や参加ができていない。 

伊豆市教員実習 5名を予定していたが、コロナ過で中止になった。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

コロナ禍でも可能な活動やイベントには積極的に参加し連携、協働していく。 

行政、医療機関、地域と今後も連携していき、支援の輪を広げていく。 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 4年 11月 8 日（17:30 ～18：30 ） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、大川祐、益田、小澤、松岡、坂庭、勝呂、伊賀、 

斉藤、牧野、原、大川尚、鈴木、正田、内田 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

4 6 4 2 16 

 

前回の改善計画  

コロナ禍のため地域との関わりはまだ難しいができることから行っていきたい。 

引き続き、広報誌を発行し情報の発信をする。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

広報誌で施設の活動を伝えることはできた。広報誌以外でも地域の回覧を活用し周知に努めた。 

 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

0 8 5 3 16 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 

1 11 2 2 16 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

1 7 3 5 16 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

1 6 3 6 16 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

利用者、家族、地域からの声を大切にできた。コロナ禍の中でも地域との関わりを持てた。 

文化展の出展。運営推進会議で民生委員や包括からの意見や感想を積極的に求め、改善材料としている。 

子ども食堂再開。芋掘りのボランティア、当日のボランティア、地域の企業の協力でおもしろ自転車の 

試乗会。地域の子どもや大人が多く訪れ交流ができた。広報誌の発行と地域へ配布。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

運営推進会議の内容を周知されていないことがあった。議事録が回っていない時があった。 

地域活動に職員が出向く機会が少ない。 

職員が地域に住んでいるため、地域の情報は少し入ってくるが、自分たちから地域の考えや意見を伺う 

ことをしていない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

地域の総会や会議に参加して情報共有をしたい。町内会長に挨拶に行く。 

 

 

 
 

 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 4年 11月 8 日（17：30 ～ 18：30 ） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、大川祐、益田、小澤、松岡、坂庭、勝呂、伊賀、 

斉藤、牧野、原、大川尚、鈴木、正田、内田 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

3 7 4 2 16 

 

前回の改善計画  

コロナ禍ではあるが、出来る限りリモートを活用するなどして、研修に参加したり、施設内の研修講師を 

する事でそれぞれが勉強する機会を作りスキルアップに繋げる。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

施設外研修では職員の職種に合わせ、知識の修得とスキル向上の目的で参加できた。 

 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

6 7 1 2 16 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

3 2 1 10 16 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

3 1 1 10 16 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

3 9 3 1 16 

       

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

施設外研修では職員の職種に合わせ、知識の修得とスキル向上の目的で参加できた。 

欠かさず研修に参加し事業所への還元をしている職員もいた。 

リスクマネジメントでは安全委員を中心にヒヤリハットの分析をしてアクシデントに繋がらないように 

努めた。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

地域連絡会など一部の職員が参加する場合に情報の共有が難しくすべてを周知することが出来なかった。 

事業所の内部研修で、担当者はテーマについて勉強をして発表し、職員は出席し知識を修得しているが 

内部研修では研修参加という認識がない職員が多くいる。スキルアップのために行きたい外部研修を探し 

出して研修に参加したのは一部の職員であった。リスクマネジメントに対する危機感が弱いと感じる。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

代表で行く会議等は、参加後に確実に周知をして共有する。 

自分のスキルアップのための研修を自ら見つける意欲を身に着ける。 

職員全体が接遇力を上げて質の向上に繋げていく。 

 
 

 

 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 4 年 11 月 8 日（17：30 ～18：30 ） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、大川祐、益田、小澤、松岡、坂庭、勝呂、伊賀、 

斉藤、牧野、原、大川尚、鈴木、正田、内田 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

3 8 3 2 16 

 

前回の改善計画  

引き続き、施設内で人権・プライバシーの研修を行い、参加する。 

実際に必要なご利用者をモデルに事例をあげて勉強する。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

人権擁護についてミーティングで話し合って理解し共有した、 

モデルに事例をあげて行ったが実践では配慮にかけてしまった。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

14 2 0 0 16 

② 
虐待は行われていない 

 

 

15 1 0 0 16 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

6 10 0 0 16 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

6 8 2 0 16 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

6 10 0 0 16 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

身体拘束、虐待は行っていない。 

プライバシーではたとえ、職員の会話が理解できない方でも配慮し会話の声が利用者に聞こえないように 

した。 

人として介護に従事する職員としいて倫理に忠実に仕事に徹している。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

モラルを外れた場面をみてもきちんと注意できない。 

利用者が近くにいても個人名称を伏せて話せない場面があり配慮に欠けた部分があった。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

人権擁護や成年後見人などを研修や会議で知識を得る機会を作り、そこから人権・プライバシーを 

実践していく。 

 

 
  

事－⑨ 



 地域かかわりシート②（結果まとめ様式） 

Ａ．事業所自己評価の確認 

№ 項目 はい いいえ わから

ない 

１ 少なくとも常勤のスタッフが全員で事業所自己評価に取り組んで

いることが確認できましたか？ 

４   

２ 事業所自己評価を作成する際、事業所の常勤スタッフ全員の意見

が反映されていることが確認できましたか？ 

※ただし、ミーティングの場面では常勤職員の 2/3 以上の参加が望ましい 

３  １ 

３ 前回の改善計画に対して、スタッフ全員で具体的な取組みが行わ

れていましたか？ 

３  １ 

４ 今回の改善の必要な点が明らかになり、その改善計画が具体的に

立てられていますか？ 

４   

 

【上記４つのチェック項目に関する意見】 

※結果ではなく、事業所自己評価に取り組んだ経過（姿勢）に対する意見 

・コロナ禍ではあるが、リモートなど研修に参加したり、施設内で勉強会を作りスキル 

 アップに繋げたと思う。 

・現状を把握する上で、自己評価に取り組み、結果をまとめていることは今後の業務に 

 繋がり良いと思う。 

【前回の改善計画に対して意見】 

※前回の改善計画に対しての取組み結果に対する意見 

  

・利用者の以前の暮らしや得意なことを引き出し、施設では個別ケアに活かし、在宅で 

 はそれらを継続できるように心掛け、生きがいを図ろうとする試みは見えた。 

 

【今回の９つのテーマごとに記入された改善計画に対する意見】 

※今回の改善計画が具体的かつ達成可能な計画になっているかについての意見 

  

・ミーティングで情報共有することで、利用者に対しての支援や気遣いに繋がっている 

 と感じられた。また数値目標をあげると達成度が明確になると思う。 

 

【「自己評価」をテーマにした自由意見】 

・ニーズに応じて小規模多機能の利点を発揮し、利用者や家族を支え支援に繋げたこと 

 は伺えますが、自治体や地域住民などの多機能との関わりを持った職員が少なく感じ 

 ます。 

 

  

 

【改善計画】※後日記入 

・利用者のしたいこと、家族が望んでいることに沿う支援を計画し、利用者の想いを正

しく理解しズレのないケアと支援をする。 

 

 

 

 

  
地②－１ 



Ｂ．事業所のしつらえ・環境 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

１ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

４   

２ 

家族や地域の方が、事業所に入りやすい工夫がなされています

か？ 

 

３  １ 

３ 
事業所は、居心地がいい空間になっていますか？ 

 
４   

４ 
事業所内・外に、不快な音や臭い等はないですか？ 

 
４   

５ 
日中、事業所の門や玄関にカギはかかっていませんか？ 

 
３  １ 

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

 

・コロナ禍で大変な状況下、閉鎖的にならないように工夫されている。 

 

 

【前回の改善計画】 

 

・整理整頓しやすい環境ができたので、引き続き使ったものを元へ戻せるように声を掛 

 けあう。 

 

 

 

【「事業所のしつらえ・環境」をテーマにした自由意見】 

 

・清潔で暖かい雰囲気で交感が持てる。 

・四季折々工夫して季節感が施設内外の楽しみになっている。 

 

 

【今回の改善計画】※後日記入 

・利用者の目線に立って生活しやすい環境を整える。 

・利用者を最優先とし、ホール内では物や動線等が利用者の妨げにならないように 

 居心地の良い空間を作る。 

 

 

 

 

 

 

  

地②－２ 



Ｃ．事業所と地域のかかわり 

№ 項目 はい いいえ わから

ない 

１ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

３  １ 

２ 職員はあいさつできていますか？ 

 

３  １ 

３ 事業所は、地域の方に知られていますか？ 

 

４   

４ 何か困りごとや相談ごとがあった場合に、事業所は相談しやすい

場所になっていますか？ 

３  １ 

５ 事業所のスタッフは、地域の行事やイベントに参加しています

か？ 

 

２  ２ 

 

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

・県や市から地域に係る依頼に対し、積極的に関わろうとする姿勢がみられました。結果 

 的にコロナ禍で中止になったこともありましたが、引き受けたことで次年度の依頼にも 

 つながると思います。 

 

 

【前回の改善計画】 

 

・コロナ感染症の様子を見ながら計画を立てる。 

・北狩野便りの継続。 

 

 

 

【「事業所と地域のかかわり」をテーマにした自由意見】 

・近年はコロナの影響で地域との係わりが疎遠になっていたと思うが、3 年ぶりに牧之郷 

 地区文化展への出展。子ども食堂で異世代の交流を行なったりコロナ禍でありながら 

 地域と積極的に関わろうとする姿勢と関係が途切れないようにする工夫がみられた。 

 

 

 

【改善計画】※後日記入 

・地域の方に来ていただくだけでなく、出かけて行き地域の事を理解し交流を図る。 

・施設のことをもっと知っていただく。 

 

 

 

 

 

 

 

  

地②－３ 



Ｄ．地域に出向いて本人の暮らしを支える取組み 

№ 項目 はい いいえ わから

ない 

１ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

３  １ 

２ 利用者を事業所の中だけに閉じ込めていませんか？ 

 

３  １ 

３ 利用者本人が住んでいる地域の方を交えた会議が行われています

か？ 

２  ２ 

４ 事業所の利用者は、地域の行事やイベントに参加していますか？ 

 

３  １ 

５ 利用者以外のご近所の心配な方に、事業所はかかわっています

か？ 

 

２  ２ 

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

 

・ケアマネを中心に利用者を支援している人たち、サービスなど途切れないように工夫 

 している。 

 

 

【前回の改善計画】 

 

・各担当者が担当者会議に出席できる計画を立て、自宅での様子や家族の気持ちを知る 

 機会をつくる。 

 

 

 

【「地域に出向いて本人の暮らしを支えている」をテーマにした自由意見】 

 

・自己評価を参考に、なるべく多くの職員をヘルパーや送迎で関わらせ、利用者のご自  

 宅での様子や環境を個々で把握し、日頃の個別ケアや包括的な在宅生活の支援に活か 

 していこうとする努力が伺えた。 

・コロナ禍で利用者の家庭や地域での生活支援等に入り込めない面もあると思うが、小

規模多機能居宅介護の趣旨を活かし、利用者の生活全般について目を配って支援を行

って欲しい。 

 

 

 

 

【改善計画】※後日記入 

・地域の方や民生委員に地域の課題や相談を共有し協力していく。 

・送迎、訪問等多くの職員で地域と関わる。 

 

 

 

 

 

  

地②－４ 



Ｅ．運営推進会議を活かした取組み 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

１ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

４   

２ 
運営推進会議では、事業所の取組みが解かりやすく説明されてい

ますか？ 
４   

３ 
運営推進会議では、地域の心配の方等の事例検討が行われていま

すか？ 
２ １ １ 

４ 
運営推進会議では、地域での取組みを一緒に取組もうとしていま

すか？ 
３  １ 

５ 
運営推進会議で出た意見を、改善につなげていますか？ 

 
４   

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

 

・行事やイベントの招待状をいただいた。 

・コロナ禍で 2 回会議が中止となったが、行事など写真付きの報告書があり理解できた。 

 

 

 

【前回の改善計画】 

 

・今後も困難事例について出席者の意見をもらい情報の共有をしていく。困難事例の方 

 がいる地域の民生委員にも出席してもらえるように声をかけていきたい。 

 

 

 

 

【「運営推進会議を活かした取組み」をテーマにした自由意見】 

 

・自由に遠慮なく言える雰囲気作りを、今後も継続して下さい。 

・運営推進委員の構成員である利用者家族、行政、地域の人等の意見をサービスの向上 

 に活かして欲しい。 

 

 

 

【改善計画】※後日記入 

・地域の課題に取り組む。 

・状況に応じ専門職の方を会議に招待し意見や提案を伺い問題を解決していく。 

 

 

 

 

 

 

  

地②－５ 



Ｆ．事業所の防災・災害対策 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

１ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

２  ２ 

２ 
事業所の防災計画（火災・風水害・地震等）を知っていますか？ 

 
４   

３ 
事業所は、地域の防災訓練に参加・参画していますか？ 

 
１  ３ 

４ 
事業所の防災訓練に参加したことがありますか？ 

 
４   

５ 
災害時、事業所は頼りになりそうですか？ 

 
４   

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

 

・隣の会社と防災と災害について協力体制を取ったことはよかった。 

 

 

 

 

【前回の改善計画】 

 

・コロナ禍ではあるができる範囲で施設の防災訓練にご家族や推進委員のメンバーにも 

 参加してもらえるよう声をかけ、防災マニュアルを確認し計画を立てる。 

 

 

 

【「事業所の防災・災害対策」をテーマにした自由意見】 

・今年度、施設の防災訓練に初めて参加させていただきました。利用者が不安にならな 

 いように職員がスムーズに関わっていました。不安を煽らないためだったと思います 

 が職員の声が少し小さく感じた。 

・設備の備品についての意見があり、拡声器を購入し活用していると改善の報告があり 

 良かった。 

 

【改善計画】※後日記入 

・夜間の職員が少ない時の対応や連絡の確立を図る。 

・災害の種類が異なっても安全に行えるようにさまざまな訓練を実施する。 

 

 

 

 

 

 

  

地②－６ 



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
 

社会福祉法人春風会 
代表者 

 

堀内 和憲 
 

法人・ 

事業所 

の特徴 

高齢者・障害者・児童のさまざまな福祉サービスを展開しています。 

当事業所は H18 年に開設以来、地域の方や他の事業所・医療関係者の方々と連携を図

ってきました。柔軟なサービスを利用しながら、在宅生活を支援しています。 
事業所名 

 

北狩野ケアセンター 
管理者 

 

紅  薫 
 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 人 １人 人 ２人 １人 人 １６人 人 ２１人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

利用者の以前の暮らしを把握し

ニーズを引き出し、充実した個別

ケアにつなげる。 

情報共有により職員から提案が

多く寄せられ目標に対し、評価や 

や課題が得られた利用者もいた

が体調の悪化などでニーズが目

標と離れていくケースもあった。 

ニーズに応じて小規模多機能の 

利点を発揮し、利用者や家族を支

え支援に繋げたことは伺えます

が自治体や地域住民などの多機

能との関わりが少なく感じた。 

利用者のしたいこと、家族が望ん

でいることに沿う支援を計画し、

利用者の想いを正しく理解しズ

レのないケアと支援をする。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

整理整頓しやすい環境ができた

ので、引き続き使ったものを元へ

戻せるように声を掛け合う。 

整理整頓した後、ある程度は維持 

ができるが、品物が増えてくると 

置き場に困り、決められた場所 

が変わっていくことがあった。 

清潔で暖かい雰囲気で好感が持

てる。目に見える棚の中や物品な

どは整理整頓されている。 

利用者の目線に立って生活しや

すい環境を整える。 

利用者を最優先とし、居心地の良

い空間を作る。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

コロナ感染症の様子を見ながら

計画を立てる。 

北狩野便りの継続。 

計画を立てたてるも感染拡大で 

中止になったが実施できる状態

であった。依頼に関しては積極的

に受け入れの姿勢を見せた。 

地域の文化展への出品や子ども

食堂では、コロナ禍でも楽しめる 

企画を提案し子どもが多く来園

し楽しめたのが良かった。 

地域の方に来ていただくだけで

なく、出かけて行き地域の事を理

解し交流を図る。施設のことを 

もっと知っていただく。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

各担当者が担当者会議に出席出

来る計画を立て、自宅での様子や

ご家族の気持ちを知る機会をつ

くる。 

各担当者の出席は感染症対策で

実施でなかったが、送迎時や家族 

の来園時など家族に会う機会を

有効に使い気持ちを知った。 

自己評価を参考に多くの職員を 

ヘルパーや送迎に関わり自宅で

の様子や環境を把握し支援に活

かした努力が伺えた。 

地域の方や民生委員に地域の課

題や相談を共有し協力していく。 

送迎、訪問等多くの職員で地域と

関わる。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

今後も困難事例について出席者

の意見をもらい情報の共有をし

ていく。困難事例の方がいる地域

の民生委員にも出席してもらえ

るよう声をかけていきたい。 

情報共有や意見交換はできたが 

困難事例についての場を設ける

機会を作らず、地域以外の民生委

員をお呼びする機会もなかった。 

 

利用者家族、行政、地域の人達の

意見をサービスの向上に繋げて

欲しい。 

自由に遠慮なく言える雰囲気作

りを今後も継続して欲しい。 

地域の課題に取り組む。 

状況に応じ専門職の方を会議に

招待し意見や提案を伺い問題を

解決していく。 



Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

コロナ禍ではあるが出来る範囲

で施設の防災訓練にご家族や推

進会議メンバーにも参加しても

らえるよう声をかけ、防災マニュ

アルを確認し計画を立てる。 

運営推進委員を防災訓練に参加

していただき意見を伺った。 

次回の防災訓練に活かせるよう

に改善し必要なものは購入した。 

施設の防災訓練を見させていた

だいて意見をすぐに取り入れた

のは良かった。 

隣の会社とも計画的に連携や情

報共有をしていって下さい。 

夜間の職員が少ない時の対応や

連絡の確立を図る。 

災害の種類が異なっても安全に

行えるようにさまざまな訓練を

実施する。 


